
八
月
十
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

九
月
一
日

六
月
十
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　
さ
ら
に
今
後
は
、

ま
ち
づ
く

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

〜

真
珠
の
貝
柱
〜

♪
マ
ダ
イ
君
の
オ
ス
ス
メ

　
三
月
　
メ
バ
ル

　
二
月
　
ホ
ウ
タ
レ

　
一
月
　
真
珠
貝
の
貝
柱

十
二
月
　
ブ
リ

十
一
月
　
カ
サ
ゴ

　
十
月
　
タ
チ
ウ
オ

　
九
月
　
カ
マ
ス

　
八
月
　
ア
ジ

　
七
月
　
キ
ビ
ナ
ゴ

　
六
月
　
イ
サ
キ

　
五
月
　
モ
イ
カ

　
四
月
　
マ
ダ
イ

　
パ
ー
ル
ビ
ズ
と
は
、

夏
の
軽
装
運
動
「

ク
ー

ル
ビ
ズ
」
を
も
じ
り
、

真
珠
（
パ
ー
ル
）
と
、

仕
事
や
職
業
の
意
味
を

表
す
ビ
ジ
ネ
ス
（
短
縮

形
ビ
ズ
）
を
あ
わ
せ
た

造
語
。

（
撮
影
協
力
＝

ふ
く
い

真
珠
）

る
の
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
き
た
今
の
時
代
、

普
段
か
ら
真
珠
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
つ
け
て
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

今
か
ら
、

宇
和

島
真
珠
を
「

普
段
使
い

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
「

男

性
も
身
に
つ
け
る
ア
ク

セ
サ
リ
ー
」
と
し
て
定

着
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

宇
和
島
か
ら
発
信
パ
ー
ル
ビ
ズ

　
三
間
町
曽
根
地
区
に

伝
わ
る
「

天
神
花
踊

り
」
が
天
満
神
社
境
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

曽

根
地
区
の
青
少
年
に
よ

っ
て
踊
り
継
が
れ
て
お

り
、

シ
デ
で
飾
ら
れ
た

真
剣
や
鎌
を
手
に
田
歌

と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊

る
勇
壮
な
舞
で
す
。

五

穀
豊
穣
の
祈
り
を
込
め

て
、

毎
年
天
満
神
社
に

奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
四
〇
〇
年
の
歴
史
を

持
ち
、

県
の
指
定
無
形

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
の
踊
り
は
、

保
存
会
の
皆
さ
ん
の
努

力
に
よ
っ
て
今
も
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

天
神
花
踊
り

　
生
産
量
全
国
ト
ッ
プ

を
誇
る
宇
和
島
真
珠
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
。

市
は
、

真
珠
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

普
段
か
ら
身
に
つ
け
、

特
産
の
真
珠
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
需
要
促
進
を
図

る
「

パ
ー
ル
ビ
ズ
」
運

動
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
市
職
員
は
公
務
中
も

着
用
し
て
、

市
民
や
県

内
外
の
人
と
対
応
し
て

い
る
と
き
も
真
珠
を
話

題
に
宇
和
島
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。

普
段
の

買
い
物
の
と
き
や
会
社

ぐ
る
み
で
着
用
す
る
な

ど
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

「

パ
ー
ル
ビ
ズ
」
を
は

じ
め
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
。

宇
和
島
真
珠
を

男
も
身
に
つ
け
る

ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て

　
パ
ー
ル
ビ
ズ
で
は

「

地
域
の
特
産
品
を
身

に
つ
け
る
こ
と
で
、

宇

和
島
を
愛
す
る
心
を
育

て
広
め
る
」
こ
と
を
大

き
な
目
的
と
し
て
、

「

仕
事
の
と
き
な
ど
で

も
宇
和
島
真
珠
を
P

R
」
「

個
人
・
民
間
と

行
政
が
協
働
し
て
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
む
」

こ
と
を
進
め
、

真
珠
を

話
題
に
す
る
こ
と
か
ら

宇
和
島
全
体
の
P
R
に

役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、

六
月
一
日
を

「

真
珠
の
日
」
、

六
月

を
「

パ
ー
ル
ビ
ズ
月

間
」
と
し
て
、

一
年
目

の
今
年
は
市
職
員
を
中

心
に
運
動
を
進
め
、

市

民
や
県
民
さ
ら
に
は
全

国
ま
で
宇
和
島
真
珠
の

名
を
広
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
真
珠
は
「

冠
婚
葬
祭

用
」
「

女
性
だ
け
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
、

簡
単
に
購
入

で
き
な
い
金
額
の
品
も

多
く
、

高
価
・
高
貴
な

印
象
が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、

一
,
〇
〇
〇
円
程
度
か

ら
買
え
る
も
の
も
あ

り
、

ま
た
男
性
も
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
身
に
つ
け

宇
和
島
ク
ラ
ブ
通
信

（
撮
影
協
力
＝

真
珠
会

館
）

　
元
卓
球
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
伊
藤
和
子

（
旧
姓
＝

山
泉
）
さ
ん

を
迎
え
、

総
合
体
育
館

で
第
一
回
山
泉
和
子
記

念
杯
卓
球
選
手
権
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
島
町
出
身
の
伊
藤

さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
に

世
界
卓
球
選
球
権
大
会

女
子
ダ
ブ
ル
ス
な
ど
で

優
勝
、

全
日
本
卓
球
選

手
権
シ
ン
グ
ル
ス
で
は

前
人
未
到
の
一
〇
〇
勝

を
達
成
す
る
な
ど
、

現

在
も
現
役
選
手
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

大

会
に
は
、

約
二
〇
〇
人

が
出
場
し
、

未
来
の
伊

藤
和
子
さ
ん
を
目
指

し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
愛
媛
大
学
・
市
が
行

っ
て
い
る
地
域
発
展
や

人
材
育
成
の
一
環
と
し

て
、

市
役
所
内
に
設
置

さ
れ
て
い
た
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ

ス
（
相
談
窓

口
）
を
、

市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
袋
町
商

店
街
）
へ
移
転
し
ま
し

た
。

　
今
回
か
ら
、

愛
媛
大

学
社
会
連
携
推
進
機
構

特
命
教
授
　
村
田
武

さ
ん
が
サ
テ
ラ
イ
ト
長

を
努
め
、

毎
月
第
二
・

四
火
曜
日
に
在
駐
し

て
、

大
学
と
の
連
携
、

産
業
・
農
林
水
産
業
振

興
、

高
校
生
の
進
路
な

ど
、

市
民
か
ら
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、

ま

ち
づ
く
り
や
環
境
保
全

に
関
す
る
講
座
な
ど
も

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
最
近
は
メ
タ
ボ
、

メ
タ

ボ
言
う
て
な
、

健
康
に
気

い
ー
つ
け
と
る
ん
や
け
ん

ど
、

貝
柱
は
バ
タ
ー
炒
め

が
最
高
や
け
ん
、

紹
介
し

ま
す
ら
い
え
。

　
カ
ロ
リ
ー
高
そ
う
に
思

う
か
も
し
れ
ん
け
ん
ど
、

貝
柱
は
貝
類
の
中
で
も
免

疫
力
を
高
め
る
亜
鉛
と
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

タ
ウ
リ
ン
を
豊
富
に
含
ん

ど
る
ん
よ
。

　
真
珠
を
取
り
出
す
十
二

月
か
ら
翌
年
の
二
月
頃
し

か
新
鮮
な
も
の
が
手
に
入

ら
ん
け
ん
ど
、

ぜ
ひ
食
べ

て
も
ら
い
た
い
ん
よ
。

看
板
の
前
で
握
手
す
る

小
松
正
幸
学
長
、

市
長
、

村
田
さ
ん

　
公
募
し
て
い
た
来
春

オ
ー
プ
ン
予
定
の
交
流

拠
点
施
設
の
支
配
人
に

国
内
外
一
七
八
人
の
応

募
の
中
か
ら
、

元
え
ひ

め
産
業
振
興
財
団
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
伊
藤
正
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
は
、

農
水
産
物

を
活
用
し
た
食
文
化
の

普
及
や
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
催
し
た
り

と
、

ま
さ
に
皆
さ
ん
の

「

交
流
の
場
の
拠
点
に

な
る
」
施
設
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
『
こ

の
施
設
に
来
れ
ば
何
か

が
あ
る
。

行
っ
て
み
よ

う
』
と
思
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
。

宇
和
島

の
中
心
に
な
る
施
設
を

目
指
し
て
が
ん
ば
り
た

い
」
と
抱
負
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

交
流
拠
点
施
設

　
　
開
業
に
向
け
て

愛
媛
大
サ
テ
ラ
イ
ト

 
 
商
店
街
に
開
所

旬
の
さ
か
な

食
べ
さ
い
や
！

宇
和
島
美
味
し
い
さ
か
な

め
ざ
せ
世
界
一
！

　
　
山
泉
杯
卓
球
大
会

きさいや～

※宇和島弁「来て
ね、お越しください」

　
　
　
第
三
号

　
平
成
二
十
年
十
一
月

宇
和
島
市
役
所
総
務
課



屋 上 庭 園

　
海
の
恋
人
ま
つ
り

リ ハ ビ リ 庭 園

病 室 外 来 ブ ロ ッ ク 受 付

手 術 室 外 来 待 合

宇
和
島
「
通
」
検
定

第
４
回

ま
た
ま
た
や
り
ま
す
！

平
成
二
十
年
五
月
四
日

平
成
十
九
年
八
月
十
二
日

　
五
月
四
日
、

十
五
年

前
に
天
神
小
学
校
児
童

の
作
文
や
公
民
館
行
事

の
写
真
な
ど
を
入
れ
て

埋
設
し
て
い
た
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
が

あ
り
ま
し
た
。

平
成
五
（
1
9
9
3
）

年
二
月
に
国
か
ら
優
良

公
民
館
と
し
て
表
彰
さ

れ
た
の
を
記
念
し
て
、

公
民
館
の
中
庭
に
埋

設
。

集
ま
っ
た
当
時
の

小
学
生
ら
は
、

タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
中
か
ら
出

て
き
た
昔
の
自
分
た
ち

の
作
品
に
再
会
し
、

懐

か
し
ん
で
い
ま
し
た
。

【
と
こ
ろ
】

宇
和
島
市

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
ず
は
初
級
編
に

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
♪

天
神
公
民
館

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　
　
　
開
封
式

Ａ
　
伊
達
宗
紀

　
　
　
（
む
ね
た
だ
）

の
中
に
は
児
童
の
作
文

の
他
に
記
念
誌
や
新

聞
、

百
周
年
記
念
の
紅

白
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
が

入
れ
ら
れ
て
お
り
、

集

ま
っ
た
約
三
〇
〇
人
が

懐
か
し
そ
う
に
当
時
の

思
い
出
話
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
三

月
、

一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
在
校
生
。

　
作
文
の
返
却
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
は
当

時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
櫻
田

さ
ん
へ
電
話
0
8
9
5

（
2
3
）
2
6
8
4

☆
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
情
報
☆

　
昨
年
夏
、

番
城
小
学

校
で
は
「

二
十
年
前
に

思
い
描
い
た
夢
を
掘
り

起
こ
そ
う
」
と
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
創
立
百
周
年

を
記
念
し
、

昭
和
六
十

三
年
三
月
に
埋
設
さ
れ

た
物
で
、

直
径
約
六
十

㌢
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

番
城
小
学
校

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　
　
　
開
封
式

病
院
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

市
立
宇
和
島
病
院
　
改
築
事
業

※
本
館
の
み
開
院

（
プ
レ
オ
ー
プ
ン
）

北
棟
・
立
体
駐
車
場
は

平
成
二
十
一
年
七
月
ご

ろ
完
成
予
定
。

　
九
月
二
十
七
日
、

同

病
院
の
開
院
式
典
が
あ

り
、

来
賓
の
加
戸
知
事

を
は
じ
め
石
橋
市
長
ら

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

な
っ
た
。

http://takumijuku.
hp.infoseek.co.jp/

【
問
合
先
】

宇
和
島
市
生
活
文
化

若
者
塾
「

拓
己
塾
」
事

務
局
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
内
）

電
話
０
８
９
５

（
２
５
）
７
５
１
４

　
天
神
公
民
館
で
は
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
中

に
あ
っ
た
当
時
の
作
品

を
置
い
て
い
ま
す
。

こ

の
作
品
を
本
人
に
お
返

し
し
ま
す
の
で
、

平
成

四
（
1
9
9
2
）
年
度

に
天
神
小
学
校
児
童
・

丸
穂
保
育
園
児
（
年
長

組
）
だ
っ
た
皆
さ
ん
は

天
神
公
民
館
電
話

0
8
9
5
（
2
2
）

2
9
4
0
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
藤
の
花
な
ど
で
有

名
な
名
勝
「

天
赦
園
」

は
宇
和
島
第
七
代
藩
主

の
隠
居
所
と
し
て
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ

の
藩
主
と
は
誰
か
？

　
合
格
者
に
は
景
品
も

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は

「

拓
己
塾
」
で
今
す
ぐ

検
索
。

拓
己
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
と
　
き
】

※
予
定

平
成
二
十
一
年

　
　
　
　
三
月
八
日

編集後記　（宇和島弁より愛を込めて）

　よーけ落ち葉が風に舞う季節になりました。
　日々、全国の会員の方々から届く励ましのお手紙や
情報提供に担当者として、がいに感謝しとります。だ
んだん。
　皆さんにまちのわだいを知ってもろうたり、懐かし
んでもらいとうて、日々の業務にせわしいのもなんの
その（内心どーならい思うたけんど）無事通信が出来
上がって、よかった、よかった。
　え？次号はいつこさえるって？年明けて6月になるん
やけんど、楽しみに待っとってください。
　ほしたら、そろそろ冬支度でせわしいことと思いま
すが（ぬくいコタツとみかんを忘れずに）,お体には気
をつけて過ごしてやんさいや。

※標準語と比べてみようｖ（・＿・）ｖ
よーけ→たくさん　　　　　　　　どーならい→どうなることか
がいに→とても　　　　　　　　　こさえる→こしらえる、作る
だんだん→ありがたいこと、感謝　なるんやけんど→なりますが
もろうたり→もらったり　　　　　ほしたら→そうしたら
もらいとうて→もらいたくて　　　ぬくい→あたたかい
せわしい→忙しい　　　　　　　　やんさいや→ください

完成予想図


